
（参考：中央教育審議会「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について（答申）」（平成 23 年１月）） 

 

  

人は、他者や社会とのかかわりの中で、職業人、家庭人、地域社会の一員等、様々な
役割を担いながら生きている。これらの役割は、生涯という時間的な流れの中で変化し
つつ積み重なり、つながっていくものである。（中略）このように、人が、生涯の中で
様々な役割を果たす過程で、自らの役割の価値や自分と役割との関係を見いだしていく
連なりや積み重ねが「キャリア」の意味するところである。 
（出典：中央教育審議会「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方につい
て（答申）」（平成 23年１月）） 

一人一人の社会的・職業的自立に向け、 

必要な基盤となる能力や態度を育てることを通してキャリア発達を促す教育 

キャリア教育は草創期、ニート・フリーター問題への対応策のひとつとして登場 

   →「小学校では早すぎる」との評価の定着化 

   →いわゆる「進学校」と評される高校での不活性化 

   →予算がついて全国展開する「中学校の職場体験活動」の突出化 

              ▼ 

「なんだ、キャリア教育っていうのは、 

中学で職場体験をさせればいいだけなんだ。」 

という誤解が生じた側面がある。 

（参考：NITS オンライン講座No.41「キャリア教育の実践」） 

これまでの 

キャリア教育

の課題 

今日の 

キャリア教育

の定義 

①各校で自校の児童生徒の実態を踏まえ、焦点化したキャリア教育で育成を
目指す資質・能力を設定し、共有する。 

 各校で設定するキャリア教育で
育成を目指す資質・能力は、「基礎
的・汎用的能力」をベースとしま
す。ただし、「基礎的・汎用的能力」
をどのようなまとまりで、どの程
度身に付けさせるのかは、学校や
地域の特色、専攻分野の特性や児
童・生徒の発達の段階で異なりま
す。各学校で、「基礎的・汎用的能
力」の４つの能力を参考としつつ、
それぞれの課題を踏まえて具体の
能力を設定することが大切です。 
 なお、指定事業では中学校区で
義務教育９年間を見通した系統性
のある資質・能力を設定すること
で、大きな成果をあげています。 

②学校の教育活動全体でキャリア教育を進める。 

 キャリア教育は、特別活動の学級活動を要としつつ、学校の教育活動全体で進めていくことが大切です。日々
の教科の授業、学校行事、児童会・生徒会活動等、これまでの実践にもキャリア教育の“宝”は埋まっています。
自校のこれまでの実践を振り返り、「我が校のキャリア教育にとって大切な活動」を見直し、意識して取り組むこ
とがポイントです。 

③地域や産業界と協働し、「社会に開かれた教育課程」を実現する。 

 キャリア教育は、将来、児童生徒がキャリアを積み重ねていく地域や産業界と協働して進めていくことが大切で
す。協働するために、育成を目指す資質・能力や活動のねらい、互いの役割分担等、事前に共通認識を図っておく
ことで、高い教育効果を生む取組となります。コミュニティ・スクールの仕組み等を活用することも有効です。 

 社会が大きく変化する中で、自校の児童生徒が将来、社会的・職業的自立を果たすために、どのような資質・
能力が必要なのでしょうか？「キャリア教育」と聞くと「勤労観・職業観の育成」という言葉を連想する先生方
も多いと思います。しかし、児童生徒が豊かな人生を送るためには、「勤労観・職業観」以外にも様々な資質・能
力が求められます。そして、その資質・能力は学校だけの力で育成することは難しいでしょう。 
広島県教育委員会では、地域や産業界と協働し、義務教育９年間を通して、系統的に児童生徒の資質・能力を

育成することを目指す「キャリア教育の充実を中核としたカリキュラム開発事業」に令和３年度より取り組みま
した。県内９つの中学校区に「今、求められるキャリア教育」について研究していただき、この度、その研究成果
を「キャリア教育実践の手引き」という資料にまとめています。 
 本資料や、各中学校区が作成した「キャリア教育実践の手引き」を参考にしていただき、ぜひ自校のキャリア
教育のアップデートに挑戦していただきたいと思います。 
                             【令和６年３月 広島県教育委員会 義務教育指導課】 

福山市立新市中央中学校区における“義務教育９年間のキャ
リア教育を通して身に付けさせたい資質・能力の系統表” 

キャリアとは何か？ 

安芸高田市立向原小学校 
第１学年 算数科 
「表現力」の育成 
 

ブロックを操作しながら、考え方を
言葉で説明する活動の充実 
 

竹原市立竹原西小学校 
第５学年  
総合的な学習の時間 
「表現力」「課題対応能力」の育成 
 
干潟の調査において、気付き等を
書いたり、これから調べていきた
いことを考えたりする活動の充実 

 江田島市立江田島中学校区 
オリジナル教材 
「めざす自分シート」 
 
学期ごとに目標・振り返りを記入
することで、児童生徒が自己の成
長を実感する活動の充実 

庄原市立庄原中学校 
第２学年 保健体育科 
「協働する力」の育成 
 
ダンスの内容について、仲間にアド
バイスをしたり、仲間のアドバイス
を受けたりする活動の充実 

府中市立府中明郷学園 
第８学年  

「模擬会社の経営」 
（産業界との連携） 

三次市立河内小学校 
第１・２学年  
「こうちのじまんをしょうか
いしよう」（地域人材の活用） 

北広島町立大朝中学校 
第２学年  
「事業所と育成したい資質・能力 
を共有して行う職場体験活動」 

三原市立大和中学校 
第３学年  
「外部人材と育成したい資質・
能力を共有して行う面接体験」 

自己理解・自己管理能力 

キャリアプランニング能力 課題対応能力  

人間関係形成・社会形成能力 

キャリア教育を通して育てる基礎的・汎用的能力 



 

 


